
新

明治42年に新宿の現在地に
移転した中村屋

中村彝『エロシェンコ氏の像』（重要文化財）
（東京国立近代美術館蔵）

鶴田吾郎『盲目のエロシェンコ』
（中村屋蔵）

創業者 相馬愛蔵・黒光夫妻 『女』と荻原碌山

〔記念講演会〕
①2月20日（日）14時～16時
 「大正期の美術と中村屋サロン」
　講　師：蔵屋美香氏（東京国立近代美術館美術課長）
　申込み：2月4日（金）必着　往復はがきにて
②3月13日（日）14時～15時30分
 「中村屋に集った人々」～明治・大正の文化芸術と中村屋～
　講　師：吉岡修一氏（中村屋CSR推進室長）
　申込み：3月4日（金）必着　往復はがきにて
※会場はいずれも新宿歴史博物館2階講堂  定員各100名
参加料無料。ただし、協働企画展観覧券かメンバーズ会員証の提示
が必要。

〔中村屋サロンへようこそ～エロシェンコ童話の世界を描く～〕
中村屋に寄寓していたロシアの盲目詩人エロシェンコの童話の朗読を
聞き、その世界を描きます。休憩時間にはロシアティーをサービス。出
来上がった作品は、会期中博物館ホワイエに展示します。親子参加も
歓迎です。
　日　時：3月6日（日）14時～16時　
　会　場：新宿歴史博物館2階講堂
　定　員：40名
　参加料：300円
　申込み：2月15日（火）必着　往復はがきにて

〔サロンコンサート〕
エロシェンコがよく弾いていたというロシアの民族楽器、バラライカの
音色を楽しみます。
　日　時：3月5日（土）13時～13時30分　
　場　所：新宿歴史博物館  地下1階ホワイエ
　参加料：無料
　申込み：不要、直接会場にお越しください。
　演　奏：アンサンブル・ラーラ
　演　奏：（東京バラライカアンサンブル）

〔中村屋シェフによるカリー料理教室〕
昭和2年に“純印度式カリー”を日本に広めたパイオニア、中村屋の
シェフによるカリー教室。新宿由来の内藤とうがらしを使用したスペ
シャルレシピで！

定　員：各30名
参加料：１人800円（材料費込み）
申込み：2月15日（火）必着　往復はがきにて

日時

2月26日（土）

3月9日（水）

3月19日（土）

3月26日（土）

会場

北新宿生涯学習館
（北新宿3-20-2）

四谷地域センター
（内藤町87）

北新宿生涯学習館

角筈地域センター
（西新宿4-33-7）

対象
親子

大人

大人

親子

小学校
高学年以上

小学校
高学年以上

メニュー
内藤とうがらしを使った
「明治初期のカレー」
内藤とうがらしを使った
「インドカリー」
内藤とうがらしを使った
「インドカリー」
内藤とうがらしを使った
「明治初期のカレー」

11:00～14:00

11:00～14:00

11:00～14:00

11:00～14:00 （      ）

（      ）

JR・東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷駅」下車　徒歩10分
東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目駅」下車　徒歩8分
都営地下鉄新宿線「曙橋駅」下車　徒歩8分

http://www.regasu-shinjuku.or.jp/rekihaku/
交 通 情 報

        宿駅前に本店を構える新宿中村屋。明治34年（1901）
に文京区本郷でパン屋として創業し、明治42年から現在の
場所を本店として営業しています。創業者の相馬愛蔵・黒光
夫妻は、店の経営を行うだけではなく、芸術や文化への理解・
関心を持ち、明治末から大正期の文化芸術の支援者として
大きな役割を果たしました。
　中村屋には愛蔵と同郷の彫刻家荻原碌山をはじめ、彼の
友人戸張孤雁、柳敬助、また碌山を慕う中原悌二郎、中村
彝、鶴田吾郎などの若き芸術家たち、社会運動家の木下尚
江、歌人の曾津八一、演劇の松井須磨子や秋田雨雀、インド
の独立運動家ラス・ビハリ・ボース、ロシアの盲目詩人エロシェ
ンコなど、近代日本の文化芸術を語る上で重要な人々が集っ
ていました。これらの人 と々の交友の世界は、後に「中村屋サ
ロン」とも称されます。
　本展では、中村屋サロンの芸術家、文化人たちと、作品に
まつわるドラマをご紹介します。

協力：四谷地区協議会

イベントへの申込みは、往復はがきに
①イベント名（日時） ②〒・住所　③氏名　④年令　⑤電話番号
を明記し、新宿歴史博物館（〒160-0008　新宿区三栄町22）へ

※バリアフリー化に伴う入口スロープ改修工事のため、ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。


